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＜８月末現在＞
●五島市心のふるさと市民数

７，３８１人
●五島市民数

４３，０９８人

五島市ふるさと大使を委嘱しました
平成２１年２月２６日に委嘱しました大使の皆様を紹介いたします。
６回目は奥本亮様、時津風正博様です。

時津風 正博 下大津町出身

元大相撲力士で、現在は16代時津風を襲名、時津風部屋の親方として活躍されています。

現役時代は「時津海」のしこ名で「相撲巧者」として紹介されていました。
相撲界では小柄ながら、最高位は東前頭3枚目で、技能賞を４回も獲得しました。

奥本 亮 大阪府出身

世界的キーボード奏者であり、音楽を通して幅広い活動をしておられます。
平成１９年、五島市を音楽活動の拠点とし、五島の音楽愛好家へ指導を行なっていた
だきました。
昨年１０月、五島音楽祭に、同じく五島市ふるさと大使である中西圭三氏を招待、その
後、中西氏とともに福岡でも「五島音楽祭 ＩＮ 福岡」を行ない、五島市のＰＲ活動を
行なっていただきました。

ながさき田舎暮らしキャラバンのお知らせ
今年も長崎県主催の“ながさき田舎暮らし相談会”が開催されます。田舎暮らしに興味のある方への地元の情報提供や、
暮らしに必要なご相談に応じます。また、県内企業によるＵＩターンの就職相談会や、実践者と来場者の座談会、田舎暮
らし生活を特集したテレビ番組の放映などが行なわれます。
お近くにお住まいで、長崎県内での田舎暮らしに興味のある方は、この機会にぜひご来場ください。
※入場は無料ですが、会場・準備の都合上、開催日７日前必着の事前申込が必要です。
お申込は、インターネット、ハガキ、ファックスにて受け付けています。
詳しくは、長崎県ＨＰ http://www.nagasaki-inakagurashi.jp/をご覧ください。

＜会場のご案内＞
●名古屋会場 １０月１７日（土） 午後１時～午後５時

名古屋国際センター４階 第２・第３展示室
●東京会場 １０月２４日（土） 午後１時～午後５時

都道府県会館 ４階研修室４０１・４０２
●大阪会場 １０月３１日（土） 午後１時～午後５時

大阪駅前第３ビル １７階 第１～第５会議室

検 索ながさき田舎暮らし

＜お問い合わせ＞
長崎県地域振興部地域政策課
電話 ０９５－８９５－２２４５
eメール inakagurashi@pref.nagasaki.lg.jp

奈留高等学校軟式野球部が、長崎県勢で２５年ぶりとなる全国高等学校軟式野球選手権大会出場を果たしましたが、昨年、
今年と２年連続優勝校・作新学院と対戦し、０－３で惜しくも１回戦敗退となりました。
しかし、 “トキめき新潟国体”の選考委員会にて、マナーの良さ、小さな学校の頑張りなどが評価を得て、高校野球・軟式の

部（９月２７日～３０日）の出場校１０校（＋補欠校１校）に選ばれました。
１回戦敗退校が選ばれるのは異例とのこと。応援している皆さんの期待を胸に頑張ってきてほしいですね！

奈留高等学校軟式野球部 新潟国体へ出場決定！

福江みなとまつりのお知らせ
１０月２日（金） 福江文化会館にてカラオケ大会など

３日（土） 商店街にて少林寺拳法演武、ネブタなど
４日（日） 総踊り、炎上太鼓、ネブタ、花火大会など

皆さんお誘いあ
わせの上、ぜひ
見に来てくださ
い！！

http://www.nagasaki-inakagurashi.jp/
http://www.nagasaki-inakagurashi.jp/
mailto:inakagurashi@pref.nagasaki.lg.jp


五島市江川町２－４
ＴＥＬ 0959-72-6022 

●焼鳥 鳥羽
・食事代 ２０％引き

五島市中央町４－１７
ＴＥＬ 0959-72-7957 

●スナック ＢＯＮ
・２名様につき、ビール１本サービス

五島市栄町６－２２
ＴＥＬ 0959-72-8730 

●スナック 絆
・お通し、おつまみ １品サービス
・焼酎キープ 「五島芋」・「五島麦」
に限り５００円引き

五島市富江町松尾６６２－２
ＴＥＬ 0959-86-3939（温泉センター）

●㈱五島テレビ
・Ｕ、Ｉターン等で五島市に定住する世帯（e-むら

エリアに限る）に対して、
・新規加入料の通常価格６，０００円を無料
・１ヶ月の視聴料を無料

五島市富江町富江１９１
ＴＥＬ 0959-86-1910

●お食事処 喜笑
（富江温泉センターたっしゃかランド内）

・食事代 １０％引き

●四季の味 奴
・一人につき郷土料理１品、または
飲み物（生ビール・焼酎等） １杯

サービス。または飲食代５％引き

五島市中央町４－１０
ＴＥＬ 0959-72-3539 

特典のお知らせ

長崎五島灘１００キロ遠泳横断リレー大会

長崎県本土と五島列島は五島灘で隔てられています。
この海を２日間で泳ぎ切ろうというイベントが８月１日（土）・２日（日）行なわれました。これは、毎年恒例のアイアンマン大会
五島長崎の参加者の雑談の中から生まれた企画だったそうで、一昨年10月に実行委員会が発足しました。
メンバーは五島市、長崎市、佐世保市の20～60代の22人で、アイアンマン大会出場

選手が中心。安全対策から洋上プールが作られ、漁船がえい航するこの中を、１０分
間隔のリレー形式で泳ぎました。
８月１日午前７時５７分に長崎市の福田港沖をスタートし、予想以上のハイペースでリレ
ーは進みました。 ２日午前１０時０７分、約１０８キロ、２６時間１０分で福江港へゴール!!
シケなど様々なハプニングに見舞われたそうですが、見事に完泳。
偉業を成し遂げた選手達は、誇らしげな笑顔でいっぱいでした。

第２３回五島列島夕やけマラソン

今年の夏はイベントづくしで大いに盛り上がりました。

８月２９日（土）、「夏の五島・夕陽を浴びて駆け抜けよう」をテーマに今年も五島列島夕やけ
マラソンが開催されました。
２３回目となる今夏、ハーフの部に２，２０７人、５キロの部に３７５人が出場し、総参加者数
は過去最多の２，５８２人となりました。
夕方は雲が厚く、「夕陽を浴びて」走ることはできませんでしたが、ランナーの頑張りに沿道
の熱い声援もひとしおでした。五島出身の歌手などが参加する「星空コンサート」やゴール
後の「五島牛試食会」も好評だったようです。
来年も全国からの多数の参加をお待ちしています！

夏フェス！！

五島市市制５周年記念事業として、民間主催型イベント「夏フェス!!」が８月８日（土）・９日（日）に開催されました。

「五島市が一番輝く季節でありながら島外からの集客イベントで特に不足していた主に若年層向けのイベント」で、音楽コン
サートやよさこいダンス、ロケットバンジージャンプ、ウェイクボートのエキシビジョン
プレーなどが行なわれました。
ロケットバンジージャンプは、下から上に逆バンジー。挑戦した人の感想は、「空を飛
んだ気分になった」とのこと。ウェイクボートは、五島出身のプロウェイクボーダー、
瀨川秀太郎さん（平成２１年６月１日付けで五島市ふるさと大使を委嘱）が、見事な技
で観客を魅了。
とても暑かったこの２日間、若者達の溢れる力で五島市は盛り上がりました。



五島市の統一
ロゴマークです。

《 発 行 》
バーチャル五島市
（五島市 豊かな島づくり市長公室内）
ＴＥＬ ０９５９－７２－６１２７
ＦＡＸ ０９５９－７４－１９９４
E-mail  furusato@city.goto.nagasaki.jp五島市市章

五島市は九州の西の端、五島列島にあります

【事務局からのお知らせ】
○「ふるさと市民カード」に有効期限はありません。
発行から事情があって脱退（ふるさと市民転出）するまで有効です。

○「ふるさと市民カード」は表記人のみご使用ください。
特典を受ける際にご提示いただいておりますが、表記人本人様以外のご使用は
認めておりませんので、ご利用時はご注意ください。

○転勤などで住所やメールのアドレスなど変更が生じた方はご連絡下さい。
毎月一度の五島からの連絡がない方は、ご連絡ください。

○ふるさと市民の特典を受ける際は、事前に特典提供先にご確認ください。
○コースの変更をご希望の方は事務局までご一報ください。
例えば「心の友コース」（年間１０００円）から「メル友コース」（無料）へ変更したい方などです。

五島の情報をwebでお届け！ 五島市ホームページもぜひご覧ください。 http://www.city.goto.nagasaki.jp

◆◆◆夕やけマラソンＴシャツプレゼント！！ ◆◆◆

８月２９日（土）に開催されました第２３回五島列島夕やけマラソンの

大会Ｔシャツを抽選で２０名の方にプレゼントします。

今年の参加者は、過去最多の２，５８２名！
来年もどんな感動が待ち受けているのか、楽しみです。

＜応募方法＞
ハガキ・ファックス・e-メールにて受け付けます。

電話は時間帯が限られるため、ご遠慮願います。
＜記入事項＞

ふるさと市民カード番号、住所、氏名、希望サイズ
数が少ないため、１世帯１枚とさせていただきます。

＜応募締め切り＞
平成２１年９月３０日（水） (消印有効）

＜あて先＞
●郵送 〒853-8501

長崎県五島市福江町１番１号
五島市豊かな島づくり市長公室
心のふるさと市民担当者あて

●ｅ－メール furusato@city.goto.nagasaki.jp
●ＦＡＸ 0959-74-1994

＜発送時期＞ １０月上旬
＜当選者の発表＞

Ｔシャツの発送をもって発表にかえさせていただきます。

・サイズは男女
兼用 Ｓ・Ｍ

・左の写真は裏
面で、表面は
無地です。

ふるさと市民の声
～８月に“倭寇の本拠地を巡る”ことを目的とした旅行で来られた３人の方（うち１人は既にふるさと市民の方）からお手紙
をいただきました。既にふるさと市民である別の友人、Ｎ様から、３人の旅を案じていることを聞いた五島市民が観光案内を
し、すっかり五島の魅力にとりつかれたそうです。手紙や写真と一緒にふるさと市民登録申請書も同封されていました。～

●倭寇の海・西海、五島列島と島原・天草の歴史を訪ねる旅を、と出かけましたが、今度の旅ほど先々での人の出会いの
大切さを感銘させられた旅は初めてでした。旅の疲れを癒す夕食の場は、あまりにも感じの良い居酒屋さんで、すっかり
気に入りました。機会があれば再度お邪魔して五島グルメなどを頂きたいと思っています。（奈良県・O様）

●五島市への初めての旅、福江島の歴史を巡るフィールドワークをする目的が完全に実現でき、本当に嬉しく思っていま
す。３人とも福江島の大ファンになりました。空の青さ、高さ、海の広さ、清烈さ、そして緑の濃さとのくっきりとした景観に

圧倒されました。日本の西端に位置し、海外交流の重要な役割を果たしてきた歴史の一端にふれ、五島列島全体が日
本史の中で、海外交流の基点としての歩みを続けてきたことがよくわかりました。
五島で写した写真を見ていると表情がだんだん満たされていくのがよくわかります。（大阪府・U様）

●再度、五島市へ行きたくなりました。この秋から冬にでも。予想以上に広く、そして風光の明媚さ！
歴史の奥深さ、魅力的な「民俗」。西端の旅情は十分に味わいましたが、あとはエキゾチックなキリ

シタン文化とやはり「倭寇」です。またお会いできる日を楽しみにしています。 （和歌山県・Ｙ様）

１１月７日（土）・８日（日）は第３回五島音楽祭！
８月１３日（木）、第３回五島音楽祭についての記者発表が行なわれ、五島市ふるさと大使の中西圭
三氏、喜一郎氏が出席しました。今回は中西圭三氏プロデュースで、２日間に渡り、盛りだくさんの
内容が予定されています。詳しくは次号でも紹介しますが、広報ごとう９月号もご覧ください。


